
扇町１号公園
 民間活力導入に向けた
サウンディング型市場調査

令和７年９月
鏡石町都市建設課
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１．事業概要
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・本ヒアリングにより、明らかにしたいこと。
扇町１号公園において、官民連携の可能性調査、管理運営の可能性調査

その他
上記、公園の賑わいの創出につながるアイディアをお聞かせください。

・面積 382.99㎢
・人口 109,493人
・世帯数 49,311
・観光入込客数 3,002千人（令和元年）

2,626千人（令和６年）

【会津若松市 概要】
・福島県の西部に位置しており、磐梯山や猪苗代湖など豊かな自然に囲まれた
自然景観に恵まれたまちです。
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・名称：扇町１号公園
・所在地：会津若松市扇町一丁目１番地
・公園種別：近隣公園
・供用開始年月：令和４年１月
・面積：13,318.59㎡
・用途地域：第１種住居地域
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１．事業概要
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整備方針
①四季がはっきりした会津特有の気候を活かすとともに、「歳の神」などの催事・イベント時の活用により会津若松の
四季を感じられる、一年を通じた「賑わい」の場を創出する。

②磐梯山の景観を中心に、本公園の「花・みどり・水景」により人々がくつろぐことができる「憩い」の場をする。
③会津若松駅周辺における屋外の「子どもの遊び場」拠点として、自然と触れあい、のびのび遊ぶことのできる空間を創出する。
④周辺住民の日常的な「スポーツ・軽運動」の拠点として、誰もが通いやすい健康増進に資する空間を創出する。
⑤災害時には、地域の「一時避難地」として機能する「防災」活動の場を創出する。
⑥地域住民によるイベント・催事の開催や花苗等の管理など、地元住民が主体的かつ継続的に関わる場を創出する。

【コンセプト】

主なターゲット・利用シーンの想定
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①多目的広場エリア
水遊びができるエリアを設置するとともに、「歳の神」などのイベ
ント時や、キッチンカー出店時等には「賑わい」の中心地となるこ
とを想定します。また、災害時の活用を想定し、かまどベンチ等を
設置し、火防エリアとして設定します。

【整備概要】
・クレイ舗装 ・貯水槽 ・除雪スペース
・水エリア・防災四阿・かまどベンチ

②エントランス広場エリア
公園東側は歩行者メイン出入口になります。
「人を呼び込む」ような雰囲気を創出するとともに、
公園の案内・休憩機能も併せて導入します。

【整備概要】
・インターロッキング舗装 ・ベンチ

・看板、モニュメント

③芝生広場エリア
公園南側は「憩い」の中心地として、大きな芝生広場、
憩い・遊びの拠点となる築山を整備します。

【整備概要】
・芝生広場 ・築山（高さ2.5m程度）

⑦緑地エリア
南側住宅地と隣接したエリ
アのため、プライバシー
確保のため、植樹帯を設置
します。また、花苗や樹木を
鑑賞できるエリアとしての
活用も想定した整備を想定
します。

【整備概要】
・花苗の育成スペース
・駐輪スペース
・散水設備

⑧健康増進エリア
ウォーキングやランニング、
自転車の練習などで使える
外周コースの設置の整備を
します。

【整備概要】
・ウレタン系舗装W=2.0m

・アスファルト舗装
W=2.0m⑥遊具エリア

子ども達が日常的に遊べるエリアとして、周辺
の公園にはあまりない遊具・空間の広場の整
備を図ります。

【整備概要】
・複合遊具等

・休憩施設（ベンチ等）

⑤スポーツエリア
のびのび運動ができるエリアとして、
簡易的にボール遊びができる３X３
バスケットボールコートやフットサル
などが楽しめるエリアの整備を行い
ます。

【整備概要】
・多目的ボール広場

④管理施設エリア
管理施設エリア①については、カフェ導
入機能等の機能も含め、日常的に利用
される管理施設を想定します。また、管
理施設エリア②については、子ども用ト
イレを含め、安心に利用できるトイレの
設置します。また、既存の四阿とともに、
災害時の拠点となるよう、水や食料、毛
布等の備蓄倉庫としての活用も想定し
ます。

【整備概要】
・トイレ、備蓄倉庫、・非常用トイレ
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収益施設を求める箇所
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２．周辺環境
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※iタウンページ調べ（令和７年１０月）



２．周辺環境

法規制等

市街化区域に立地
（第一種住居地域）

【公園周辺】
• 飲食施設等の立地可
（床面積3,000㎡の建物

    まで、立地可。）

【公園内】
• 飲食施設等の設置可 11
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コラム１

事業スキーム：Park-PFIがもたらす持続可能な官民パートナーシップ

公園管理者
公募により、事業者を選定。設置許可を与える。

P-PFI事業者
収益施設を設置・運営。その収益を活用して、

園路・広場等を整備。

利用者
施設を利用し、料金を支払う。

民間のメリット

長期安定収益
最大２０年間の事業期間により、
安定した収益基盤を構築可能。

自由度の高い事業提案
建ぺい率の緩和など、事業性を
高める特例が適用。

制度的優遇措置
民間の創意工夫を活かした魅力的な施設・
サービスを提案可能。

整備・提供料金



※国土交通省HPより、引用。
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コラム２

では、扇町１号公園には、どの程度の建物が設置可能か。

参考

扇町１号公園の建蔽率

建築面積/敷地面積
＝179㎡/13,318.59㎡＝1.3％を想定。

残りの10.7％分が建築
可能であるため、
13,318.59×10.7％
＝1,425.09㎡
の建物が設置可能。

パークPFIを活用した場合



３．利用状況等

周辺道路の通行者数（ビッグデータによる利用分析）
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■集計方法：全人口推計値（未成年を除く）
■データ期間：2024/04/01～2025/03/31
■時間帯：05:00〜29:00 
■滞在時間：15分以上

：1,915,417人

歩行者：127,631人

自動車等：1,787,786人

【内訳】

近隣には、高校や小学校等もあり、通行者は多い。



４．公園の抱える課題
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• 整備予定である施設に、バスケットボールコートや、フットサルコート等、
スポーツ施設も含まれており、夜間、周辺住民からの苦情も想定される。

• 駐車台数が、北側13台、南側１８台の計３１台と比較的少ない。

• 日常的な休養・散策の利用がメインで、賑わいが欠如。

一方で、メリットもあり、徒歩圏内に多くの住宅がある。
公園西側へは、工場も隣接。付近には、学校も。

駅から、1.0Km（徒歩15分）の好立地。

「駐車場が少ない」「騒音が心配」は事業者にとってリスク要因

車以外の集客も多く見込める。



５．今後の扇町１号公園整備について
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夏⇒噴水広場等で、水遊びが可能。
冬⇒築山でのソリ遊び等が可能。

その他、公園で可能な水遊び等の避暑対策
冬期間のかまくらづくりや、雪遊び等

コンセプト 夏の猛暑・冬の積雪時にも遊べる公園

人の集まるようなコンテンツの提案もお待ちしております。
さらには、、、

①周辺の中高校生をターゲットにしたコンテンツ
（店舗）の提案

②低価格、飲食、学習スペース等を提供（滞在型カフェ等）
ドラックストアでは、手に入らないサービスの提供。

行政で
実施

提案頂き
たい部分

提案頂き
たい部分

特に



６．今後のスケジュール
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〇役割分担表

年度 市 民間

令和８年度 扇町１～４号公園の
遊具整備

令和９年度 扇町５～１２号公園
の遊具整備

収益施設の
検討

令和10年度
～

扇町１号公園
の施設整備
（トイレ・防災倉
庫・噴水・バス
ケットゴール
コート・フットサ
ルコート等）
扇町１号公園
以外の施設整
備

収益施設の
設置
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行きたくなる公園にするために、居たくなる公園にするために、どんなことができそうか？

「あなた」の視点からご提案をお待ちしています

最後に

公園を活用した事業展開をしませんか。

メリット１：土地代が安い（1㎡当たり年間3,600円）

メリット２：長期的な視点で、事業展開が可能
Park-PFI活用時：最長20年
通常の設置管理許可の場合：最長10年間

メリット３：人の集まる公共空間

７．事業者の皆さまへ（メッセージ）

扇町１号公園の他、本市の公園
にかかる様々な公園利活用に
関するアイディアお待ちしてお

ります。
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公園から、まちの未来を動かす。

「私たちは、公園を単なる緑の空間ではなく、
経済を活性化させ、コミュニティを育み、

人々の暮らしを豊かにする『地域のエンジン』
と捉えています。皆様のお力をお貸しください。」
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